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中
国
史
学
史
の
上
か
ら
い
え
ば
、
明
代
は
特
に
稔
り
豊
か
な
時
代
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
明
代
中
期
以
後
に
な
る
と
、
前
期
に
み

ら
れ
た
野
史
的
掌
故
の
学
に
か
わ
っ
て
、
幾
多
の
記
録
や
実
録
な
ど
に
も
と
づ
い
た
合
理
的
な
史
学
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
傾
向
が
つ
ぎ
の
清
朝
に
も
受
け
つ
が
れ
、
考
証
学
的
な
研
究
に
も
な
る
が
、
明
代
後
期
に
は
李
卓
吾
の
よ
う
に
、
過
去
の
人
物
評
価
に
拘
泥
せ
ず

新
し
い
観
点
か
ら
独
自
の
人
物
評
論
を
う
ち
出
そ
う
と
い
う
傾
向
も
現
わ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
祝
允
開
と
い
え
ば
、
一
般
に
は
書
家
と
し
て
著
名
で
あ
る

が
、
彼
の
著
作
の
一
つ
で
あ
る
祝
子
論
評
録
を
み
る
と
、
既
成
概
念
に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
た
人
物
薫
製
を
打
破
し
、
全
く
新
し
い
人
物
論
が
展
開
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
る
。
す
な
わ
ち
李
卓
吾
出
現
よ
り
早
く
、
明
代
中
期
に
、
蘇
州
地
方
に
底
流
す
る
は
げ
し
い
批
判
精
神
に
裏
付
け
ら
れ
て
展
開
さ
れ
た
祝

允
明
の
人
物
評
論
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
明
代
の
史
学
史
に
新
し
い
一
頁
を
加
え
る
こ
と
を
念
ず
る
も
の
で
あ
る
。
史
林
五
一
巻
一
号
　
一
九
六
八
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掌
故
の
書
で
あ
る
。
し
か
し
明
代
の
掌
故
の
書
と
宋
代
の
そ
れ
と
の

　
　
　
【

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
少
異
る
点
は
、
明
代
の
は
野
史
の
体
を
帯
び
、
宋
代
の
は
真
に
朝

　
中
国
の
史
学
史
を
論
じ
た
代
表
的
な
研
究
書
で
あ
る
内
藤
湖
南
博

士
の
『
支
那
史
学
史
』
の
中
に
、
明
代
の
史
学
に
関
し
て
、
つ
ぎ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

よ
う
な
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。
　
「
明
全
体
の
史
学
の
状
態
を
通
覧
し

て
見
て
、
明
代
に
は
掌
故
の
学
問
の
盛
に
な
っ
た
こ
と
は
、
清
朝
人

も
認
め
て
居
る
。
…
…
勿
論
こ
の
学
閥
は
宋
代
か
ら
已
に
行
わ
れ
、

今
日
叢
書
の
元
祖
と
い
わ
れ
る
百
川
学
海
は
、
半
分
以
上
は
宋
代
の

廷
の
故
事
、
儀
礼
に
関
す
る
こ
と
を
見
聞
の
ま
ま
書
い
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
野
史
の
風
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
正
し
い
記
録
に
よ
り
又

は
自
己
の
薩
接
に
経
験
し
た
役
所
の
故
実
だ
け
を
書
く
の
で
な
く
し

て
、
伝
聞
で
も
何
で
も
珍
し
い
こ
と
を
書
き
留
め
、
時
に
は
之
を
編

纂
ま
で
す
る
風
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
…
…
こ
の
風
は
明
の
中
葉
以

後
一
変
し
か
け
て
来
た
。
こ
れ
が
宋
以
後
の
歴
史
の
一
大
変
化
の
時
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期
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
に
変
化
し
た
主
義
が
清
朝
ま
で
続
い
た
。
故

に
嘉
靖
よ
り
万
暦
の
頃
ま
で
は
、
史
学
史
上
大
切
な
時
期
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
於
け
る
代
表
的
人
物
は
王
世
貞
、
焦
鱗
等
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
は
二
黒
の
学
を
一
変
ル
た
人
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
は
、
従

来
の
噂
本
位
の
記
述
を
一
変
し
て
、
正
確
な
史
料
に
よ
っ
て
掌
故
の

書
を
編
纂
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
中
で
第
一
の
材
料
と
な
っ
た
の
は

　
　
　
　
②

実
録
で
あ
る
」
と
。
つ
ま
り
内
藤
博
士
は
、
明
代
に
は
掌
故
の
学
が

盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
う
し
て
そ
の
掌
故
の
学
が
野
史
の

風
を
帯
び
て
い
た
が
、
明
代
中
葉
以
後
に
一
変
す
る
よ
う
に
な
り
、

実
録
と
か
記
録
と
か
の
確
か
な
資
料
に
基
づ
い
て
書
く
風
に
な
っ
た

こ
と
、
そ
の
代
表
的
人
物
と
し
て
、
王
世
辞
、
肝
試
等
を
挙
げ
う
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
博
土
は
つ
づ
い
て
同
書
の
中
で
明
の
実

録
の
価
値
を
論
じ
、
敏
活
寅
の
華
言
史
料
や
焦
鉱
の
国
華
献
徴
録
が

明
代
掌
故
の
学
に
と
っ
て
、
特
に
重
要
な
書
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ

れ
、
そ
れ
以
後
の
野
史
も
概
ね
確
か
な
記
録
に
よ
っ
て
書
く
よ
う
に

な
っ
た
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
さ
て
王
憎
悪
と
い
え
ば
、
李
罐
龍
ら
と
と
も
に
後
七
曜
の
名
称
で

よ
ば
れ
る
文
壇
の
第
一
人
者
で
、
復
古
派
の
重
鎮
で
あ
る
。
彼
は
嘉

　
　
③

靖
八
年
（
一
五
二
九
）
蘇
州
府
下
の
鎌
倉
州
に
生
ま
れ
、
嘉
靖
二
十

六
年
進
士
に
挙
げ
ら
れ
て
刑
部
主
事
と
な
り
、
郎
中
か
ら
山
東
兵
備

副
使
と
な
っ
た
が
、
実
語
に
抵
抗
し
っ
た
賢
愚
盛
の
た
め
に
協
力
し
て
、

厳
嵩
に
き
ら
わ
れ
、
ま
た
父
の
山
蔓
が
厳
嵩
の
た
め
に
獄
死
し
た
の

で
、
官
を
去
っ
て
家
居
し
た
。
そ
の
点
で
彼
の
中
に
反
骨
精
神
の
流

れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
隆
慶
に
な
っ
て
よ
う
や
く
出
仕
し
、

管
厚
都
御
史
と
し
て
鄭
陽
を
撫
治
し
た
。
さ
ら
に
南
京
大
理
卿
、
応

天
府
歩
、
南
京
兵
部
右
侍
郎
を
歴
任
し
、
南
京
刑
部
尚
書
に
終
っ
た

が
、
談
遷
も
い
う
如
く
、

　
夙
負
名
節
、
練
習
掌
故
、
雅
志
不
朽
、
断
著
算
州
四
部
稿
続
稿
密
集
、
卓

　
　
　
　
　
　
④

　
然
推
一
代
詞
宗
、

と
称
さ
れ
、
ま
た
そ
の
文
章
の
激
烈
な
る
こ
と
は
、

　
屠
曇
日
、
古
之
王
祥
、
徳
掩
壮
言
、
今
之
元
美
（
王
威
貞
）
、
言
掩
其
徳
、

　
王
祥
不
在
能
言
之
科
、
間
与
談
論
、
理
致
清
客
、
是
徳
掩
極
言
也
、
元
美

　
作
芸
苑
腫
言
、
鞭
漣
千
古
、
措
撃
三
代
、
筆
挾
清
霜
、
舌
蝉
電
光
、
天
下

　
士
大
夫
、
読
其
文
想
其
節
衆
、
遠
聴
衆
度
、
必
以
為
軽
俊
重
三
、
而
不
知

　
其
為
人
殊
長
者
、
識
無
所
不
綜
、
面
量
無
所
不
乱
、
寛
仁
愛
人
、
盛
徳
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
声
満
里
閑
、
而
或
不
尽
聞
予
薄
海
内
外
、
是
二
二
其
徳
也
、

と
い
う
文
に
よ
く
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
王
世
貞
の
歴
史
　
幼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

に
対
す
る
考
え
方
は
、
彼
の
著
で
あ
る
武
州
史
料
、
算
州
山
人
四
部
　
2
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稿
、
続
稿
な
ど
か
ら
も
知
ら
れ
、
ま
た
概
算
経
世
文
語
巻
町
三
四
の

「
国
史
諮
問
」
に
も
示
さ
れ
る
が
、
い
ま
彼
の
著
作
の
一
で
あ
る
算

山
堂
鋼
集
か
ら
、
先
に
挙
げ
た
内
藤
博
士
の
所
論
に
対
応
す
る
彼
の

意
見
を
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、

　
国
史
之
失
職
、
未
有
新
子
我
朝
避
難
、
故
事
有
不
誹
、
絶
命
内
閣
翰
林
臣

　
纂
脩
実
録
、
　
六
科
取
故
奏
、
　
綿
院
盗
陳
臓
需
川
已
、
甘
熟
驚
丁
左
右
史
記
骨
口
欄
甥
、

　
闘
如
也
、
是
迄
無
所
考
、
而
不
得
書
、
国
柵
褻
闘
、
則
有
所
避
而
不
敢
書
、

　
二
三
甚
者
、
当
筆
之
士
、
或
有
私
好
悪
焉
、
則
有
所
考
無
所
避
、
而
不
欲

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
書
即
書
、
故
無
蟻
也
、

と
。
つ
ま
り
明
の
国
史
ほ
ど
誤
り
の
多
い
も
の
は
な
い
。
正
式
の
記

録
た
る
実
録
の
纂
脩
に
お
い
て
も
、
決
し
て
正
し
く
記
録
さ
れ
て
い

な
い
。
個
人
的
な
好
悪
の
情
に
よ
っ
て
は
、
当
然
書
く
べ
き
こ
と
を

書
か
ず
、
裏
を
誤
ら
し
め
る
所
が
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
な
ら
ば
不
十

分
な
る
史
を
補
う
に
は
何
を
以
っ
て
す
べ
き
か
。

　
一
失
求
諸
物
乎
、
然
罰
野
史
之
弊
三
、
一
日
挾
郡
山
一
物
、
其
売
人
非
能

　
称
公
平
賢
者
、
寄
雌
黄
子
睡
蹴
、
若
墜
渓
雑
記
、
環
綴
録
書
類
是
也
、
二

　
日
軽
震
受
難
舛
、
灘
酒
生
長
閥
闇
間
、
不
学
知
照
宮
醸
、
謬
聞
而
遂
述
之
、

　
若
枝
山
野
記
、
勇
勝
野
寒
蘭
類
是
也
、
三
日
好
士
而
多
誕
、
下
心
為
幽
異

　
可
愕
、
潮
海
其
人
之
好
、
不
藪
蒲
遂
書
之
、
若
客
坐
薪
聞
、
庚
巳
編
之
類

　
是
也
、
無
已
求
之
家
乗
今
年
乎
、
此
談
絃
骨
、
謁
金
言
耳
、
難
黒
田
史
人

　
恣
而
善
蔽
真
、
其
叙
章
典
、
述
文
献
、
不
可
廃
也
、
野
史
人
臆
弼
善
失
　
紛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
真
、
其
徴
是
非
、
削
誰
忌
、
不
可
廃
也
、
家
史
人
諌
而
善
盗
真
、
其
讃
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
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閥
、
表
宮
績
、
不
可
廃
罷
、
吾
子
三
者
（
中
身
耳
、
有
所
見
、
不
敢
不

　
書
、
以
倹
憾
治
者
考
焉
、

と
。
す
な
わ
ち
野
史
や
家
乗
唐
菜
を
も
敢
え
て
棄
て
去
る
も
の
で
は

な
い
。

　
夫
家
乗
是
蔀
疑
誉
者
、
吾
土
日
二
二
、
野
史
非
而
疑
鍛
者
、
吾
弗
敢
救
也
、

　
其
翻
齢
而
三
塁
証
者
、
一
両
存
之
、
其
払
而
籔
者
、
吾
三
従
三
秋
焉
、
郷

　
人
之
途
聴
而
誕
者
也
、
繊
人
之
脩
却
粥
認
者
也
、
則
弗
回
避
突
、

と
い
っ
て
、
家
乗
な
ら
び
に
野
史
の
中
に
、
両
者
と
も
に
証
あ
れ
ば
、

ふ
た
つ
な
が
ら
こ
れ
を
存
す
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
二
世
貞
は
、
野
史
の
弊
に
三
あ
り
と
い
っ
て
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
⑧

の
一
つ
に
「
挾
邸
而
多
謳
」
な
る
も
の
と
し
て
讐
漢
雑
記
や
　
填
綴
録

を
挙
げ
た
。
ま
た
第
二
の
「
軽
聴
而
多
占
砒
な
る
も
の
と
し
て
は
、

　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

枝
山
野
記
、
勢
（
藏
）
勝
野
聞
を
挙
げ
、
第
三
の
「
好
怪
而
多
誕
」
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
⑫

る
も
の
の
部
類
と
し
て
客
前
（
座
）
新
聞
や
庚
巳
編
を
槍
玉
に
挙
げ
た

が
、
こ
れ
ら
は
い
つ
れ
も
当
代
一
流
の
名
士
の
手
に
な
る
掌
故
項
記

の
書
で
あ
っ
た
。
そ
の
書
を
と
り
あ
獣
げ
て
、
王
世
貞
は
算
山
堂
別
集

の
史
乗
考
誤
十
一
巻
の
中
で
、
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
そ
の
誤
謬
を
指
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摘
し
、
さ
ら
に
そ
の
筆
は
劉
震
の
国
初
事
蹟
、
信
号
庸
の
近
峯
七
四
、

影
野
録
の
皇
明
紀
略
、
陸
深
の
玉
堂
漫
筆
、
黄
落
の
聞
中
今
古
録
な

r
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
及
ん
で
い
る
。
と
り
わ
け
祝
允
明
の
無
記
な
ど

は
、
随
処
に
そ
の
誤
り
を
列
挙
し
て
、
完
膚
な
き
ま
で
に
そ
の
誤
謬

を
訂
正
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
王
世
貞
は
ど
こ
ま
で
も
こ
れ
ら
の
書
を
目
の
か
た
き
と

考
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
で
に
先
に
い
う
よ
う
に
野
史
の
と
る
、
べ

き
処
は
や
は
り
採
択
す
る
と
い
う
態
度
で
あ
る
。
同
じ
く
算
山
堂
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

集
巻
十
八
（
皇
明
奇
迩
三
）
に
　
「
生
産
右
腹
及
肋
」
と
い
う
奇
妙
な
話

を
載
せ
て
い
る
な
か
に
、
成
化
十
八
年
置
陽
三
州
の
民
張
直
の
妻
玉

氏
が
、
脇
腹
か
ら
一
男
を
生
ん
だ
話
を
、
　
「
祝
京
注
記
之
篇
と
し
て

祝
三
明
の
説
か
ら
引
用
し
て
お
り
、
成
化
二
十
年
三
州
の
一
婦
が
肋

骨
の
下
か
ら
心
配
を
生
ん
だ
こ
と
を
、
歩
直
の
填
勤
評
か
ら
引
い
て

い
る
の
は
、
ま
さ
に
王
世
貞
の
態
度
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
祝
允
明
の
野
記
そ
の
も
の
に
は
殆
ん
ど
と
る
べ
き
と
こ
ろ
が
な

い
と
い
い
な
が
ら
も
、
祝
允
明
の
い
う
説
の
な
か
で
採
る
べ
き
こ
と

は
「
祝
京
兆
記
之
」
と
い
っ
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
王
世
貞
が
添
し
た
よ
う
な
祝
允
明
の
野
記
に
対
す
る
厳
し

い
態
度
は
、
清
朝
に
入
っ
て
四
庫
全
書
総
屠
提
要
な
ど
で
も
跨
下
さ

れ
た
。
提
要
で
は
、

　
是
等
所
記
、
多
委
曲
之
談
、
如
雁
垂
汰
后
鷹
野
復
建
物
年
号
一
事
、
張
朝

　
瑞
忠
第
記
調
弁
之
、
賦
課
永
楽
大
典
修
輯
未
成
而
罷
、
則
他
事
失
実
可
知
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覧
　
　
　
　
　
　
⑭

　
朱
孟
震
河
上
楮
談
亦
称
、
詳
明
所
撰
志
怪
及
気
書
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
信
者
百
中
無
＝
箆
、

と
あ
り
、
委
巷
の
談
に
し
て
、
百
に
一
も
信
ず
べ
き
も
の
は
な
い
ど

断
ず
る
の
で
あ
る
。

　
け
れ
ど
も
明
の
郎
瑛
は
七
畜
類
稿
の
な
か
で
、
実
記
の
談
、
必
ら

ず
し
も
誤
り
で
な
い
と
論
ず
る
。

　
野
記
載
、
仁
廟
資
質
甚
美
、
詞
翰
並
精
、
翌
学
外
、
乾
熱
挙
業
、
毎
試
録

　
至
、
則
票
摘
蝦
処
、
夏
卵
宮
宮
、
極
允
嶺
也
、
又
墳
綴
録
載
、
仁
廟
和
曾

　
子
三
二
棋
詩
云
、
二
三
争
強
記
用
兵
、
擢
成
隊
伍
定
輸
臓
、
馬
行
蘭
路
当

　
知
道
、
三
三
深
宮
戒
遠
征
、
乗
険
出
車
三
三
卒
、
三
河
飛
砲
下
重
城
、
等

　
悶
識
三
軍
清
窮
、
　
着
旧
成
見
太
平
、
王
公
以
詞
意
三
口
、
三
三
曾
詩
、

　
二
三
曾
詩
惟
第
二
五
井
結
得
体
、
堂
得
如
此
詩
句
句
有
意
趣
也
、
昨
見
回

　
談
中
載
、
仁
国
喪
王
汝
玉
一
札
、
乃
欲
学
詩
学
表
遊
事
、
孜
孜
数
百
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
甚
為
好
学
、
然
後
知
野
記
証
言
不
労
、
詩
之
所
以
菊
醤
、

と
。
ま
た
同
治
十
三
年
、
祝
丸
明
の
族
畜
祝
寿
眉
が
野
記
及
び
文
集

を
刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
校
訂
を
し
た
李
文
楷
は
蹟
の
中
で
野

記
を
指
し
て
、

　
是
書
郡
害
鳥
九
朝
野
記
、
自
有
明
開
国
、
逮
嘉
靖
之
季
、
九
朝
往
述
、
史
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不
具
載
者
、
略
毘
改
編
、
而
丼
及
閲
巷
環
盾
事
、
原
序
有
壁
、
未
三
百
組
、

　
工
房
野
馬
、
余
観
、
其
路
次
有
法
、
即
間
巷
環
屑
、
亦
足
踏
見
聞
資
談
助

　
草
平
之
体
、
嗣
不
必
修
飾
於
字
句
日
露
、
先
生
二
二
不
羅
、
往
往
為
世
人

　
指
闘
、
此
剛
雑
纂
遺
聞
旧
事
、
意
在
傳
僑
、
故
不
作
平
人
高
論
、

と
い
い
、
大
い
に
野
記
を
弁
護
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二

　
祝
允
明
と
い
え
ば
、
一
般
に
は
明
代
の
代
表
的
な
書
家
と
し
て
著

名
で
あ
る
。
出
師
表
や
赤
壁
賦
に
み
ら
れ
る
そ
の
絶
妙
な
筆
致
は
、

明
代
第
一
と
も
称
せ
ら
れ
、
文
書
明
と
と
も
に
当
時
か
ら
そ
の
書
名

は
、
高
く
喧
伝
せ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
二
人
と
も
同
じ
く
蘇
州

の
出
身
で
あ
り
、
警
部
、
徐
顧
卿
と
あ
わ
せ
て
、
世
に
呉
中
押
才
子

の
名
で
称
せ
ら
れ
る
文
場
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
で
あ
っ
た
。
明
代
の
蘇

州
が
、
明
代
史
の
上
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
か
と
い
う
こ
と

は
、
　
す
で
に
富
崎
市
定
博
士
が
　
「
明
代
蘇
松
地
方
の
士
大
夫
と
民

⑯衆
」
の
中
で
、
詳
綱
に
論
じ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
特
に
面
白

い
人
物
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
が
こ
の
祝
意
明
で
あ
る
。

　
　
　
⑰

　
祝
允
明
は
天
順
四
年
（
～
四
六
〇
）
、
蘇
州
の
長
洲
に
生
ま
れ
た
。

字
は
希
哲
、
男
山
と
号
し
、
ま
た
右
手
の
指
が
六
本
で
あ
っ
た
所
か

ら
、
半
身
生
と
も
自
称
し
た
。
そ
の
祖
頴
は
正
統
四
年
の
進
±
、
官

は
山
西
布
政
司
右
参
政
に
終
っ
た
。
彼
の
父
は
蹴
、
母
は
大
学
±
徐

有
貞
の
娘
で
あ
る
と
い
う
。
允
明
は
若
い
時
か
ら
頴
敏
で
、
五
歳
に

し
て
径
尺
の
学
を
書
き
、
読
書
す
れ
ば
、
一
呂
で
数
行
を
読
み
く
だ

し
た
と
い
わ
れ
、
九
歳
で
よ
く
詩
を
つ
く
っ
た
。
そ
の
上
、
祖
父
顯

と
外
祖
父
徐
有
貞
の
影
響
を
う
け
て
、
群
籍
を
博
覧
し
、
稗
官
雑
家

よ
り
幽
遽
鬼
墳
の
言
ま
で
採
摂
し
て
、
文
章
を
作
る
や
回
気
あ
り
、

そ
の
思
索
は
泉
の
湧
く
が
如
く
、
そ
の
名
声
は
大
い
に
世
を
諜
が
す

よ
う
に
な
っ
た
。
弘
治
五
年
三
江
に
応
じ
て
挙
人
と
な
っ
た
が
、
そ

の
後
は
進
士
に
及
第
で
き
ず
、
広
東
の
試
製
県
知
県
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

在
任
中
治
績
を
あ
げ
て
、
応
天
府
通
町
に
遷
っ
た
が
、
間
も
な
く
病

気
を
理
由
に
辞
職
し
て
郷
里
に
帰
り
、
以
来
自
由
奔
放
な
生
活
を
お

く
っ
て
、
嘉
靖
五
年
（
一
五
二
六
）
十
二
月
二
十
七
澱
、
六
十
七
才

で
卒
し
た
。
そ
の
生
活
態
度
に
つ
い
て
は
明
史
の
伝
に
、

　
沈
重
書
法
、
名
動
海
内
、
好
酒
色
六
博
、
善
新
声
、
求
文
卜
書
者
踵
至
、

　
多
賄
妓
掩
得
之
、
悪
礼
法
士
、
亦
不
問
生
産
、
有
所
入
、
観
面
訴
豪
飲
、

　
費
尽
乃
已
、
或
分
与
持
去
、
不
留
一
銭
、
晩
益
困
、
毎
出
追
呼
熱
腸
者
、

　
相
随
鉤
掛
、
允
二
黒
自
性
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
い
う
如
く
、
そ
の
た
め
「
其
楽
士
、
幾
無
以
徹
」
と
い
わ
れ
た
。
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祝允明の史学（問野）

陸
藥
の
文
に
、
．

　
明
興
百
年
、
土
猶
膠
守
章
句
、
末
観
其
恢
然
者
也
、
乃
憲
孝
之
際
、
始
彬

　
彬
　
、
祝
先
生
、
由
諸
生
起
、
早
急
発
藻
、
横
撃
踵
属
、
超
追
古
昔
、
盛

　
哉
、
若
其
湛
浮
自
得
、
龍
変
不
覇
、
大
観
造
遙
、
廓
然
離
俗
突
、

と
い
う
の
は
、
墓
志
銘
に
お
け
る
飾
書
で
あ
る
と
し
て
も
、
彼
の
文

が
明
史
に
も
い
う
如
く
「
文
章
有
奇
気
、
当
雛
群
書
、
思
若
湧
泉
」

で
あ
り
、
ま
た
王
鋳
の
い
う
よ
う
に
、

　
不
見
事
有
沈
思
黙
構
之
態
、
連
揮
遺
篇
、
書
必
異
体
、
文
之
糞
壷
精
潔
、

　
隠
顕
抑
揚
、
変
化
繊
機
、
神
鬼
莫
測
、
而
卒
皆
帰
於
正
道
、
引
高
出
古
人

　
者
也
、

の
風
に
も
近
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
祝
燈
明
の
著
作
に
は
百
好
餌
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
四
庫
全
書
総

目
提
要
に
は
、
蘇
…
材
小
纂
⊥
ハ
…
巷
、
祝
子
機
知
屑
録
七
巻
、
蓋
物
一
巻
、
読

書
筆
記
｝
巻
、
野
記
四
巻
、
前
聞
記
｝
巻
、
志
怪
録
五
巻
、
懐
星
堂
集

三
十
巻
を
挙
げ
、
明
史
の
芸
文
志
に
は
、
蘇
材
小
母
、
読
書
筆
記
、
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

聞
記
、
（
三
朝
）
馬
脳
、
懐
星
堂
集
の
他
、
江
海
繊
渠
記
一
巻
、
黒
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

集
略
三
十
巻
、
小
集
七
巻
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
国
朝
献
微
録

所
収
の
陸
簗
の
墓
志
銘
に
は
以
上
の
書
物
の
他
に
、
祝
子
通
若
干
巻
、

祝
子
雑
若
干
巻
、
蚕
衣
一
巻
、
語
序
若
干
巻
、
語
怪
四
編
若
干
巻
、
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

石
契
一
巻
、
興
寧
志
五
巻
、
詩
文
集
六
十
巻
、
後
集
若
干
巻
と
い
い
、

王
鋳
の
撰
し
た
伝
に
は
、
心
影
、
南
游
録
な
ど
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
他
祝
腰
明
撰
と
称
す
る
も
の
に
、
義
虎
伝
一
巻
、
獲
談
一
巻

な
ど
が
あ
り
、
す
べ
て
を
網
羅
す
る
と
、
か
な
り
の
無
数
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
や
は
り
こ
れ
ら
の
中
で
代
表
的
な

署
作
と
い
え
ば
、
羅
臼
提
要
に
挙
げ
る
全
篇
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
な
か
で
も
彼
の
詩
文
を
集
め
た
尾
上
堂
集
に
つ
い
て
は
、
さ
す
が

に
四
庫
全
書
総
臼
提
要
も
豊
か
な
讃
辞
を
お
く
る
。
す
な
わ
ち
、

　
劇
詩
八
巻
、
雑
文
書
髭
巻
、
允
明
与
同
郡
唐
寅
、
並
以
任
論
壇
世
指
臼
、

　
寅
以
画
名
、
允
明
以
書
名
、
文
章
均
其
余
事
、
寅
詩
頽
唐
浅
率
、
老
益
演

　
倒
、
嚢
褒
所
輯
六
番
居
士
集
、
幻
燈
貞
芸
苑
二
言
、
以
乞
児
唱
蓮
花
落
舐

　
之
、
顧
燐
国
宝
新
編
、
称
夢
心
学
務
師
古
、
吐
腎
管
意
、
廻
絶
俗
界
、
効

　
斉
整
月
露
総
体
、
只
者
凌
難
陳
、
下
面
不
読
解
陸
、
其
推
揖
誠
為
過
当
、

　
然
允
明
詩
、
取
材
頗
富
、
造
語
頗
妊
、
下
擦
晩
唐
、
上
薄
六
代
、
往
往
得

　
其
一
体
、
其
文
無
瀟
灘
、
自
重
不
甚
僑
門
鼠
戸
、
難
無
江
山
万
里
賢
立
観
、

　
蒲
一
邸
一
位
、
時
復
馴
致
才
人
之
作
、
亦
不
転
存
備
一
格
爽
、

と
い
い
、
祝
耳
環
の
詩
の
取
材
が
豊
富
で
あ
っ
て
、
六
朝
よ
り
唐
に

及
び
、
そ
の
文
も
ま
た
一
風
格
を
成
し
て
い
た
こ
と
を
十
分
に
認
め
、

明
史
の
伝
や
陸
簗
の
銘
文
に
見
え
る
辞
と
も
符
合
し
て
い
る
。
ま
た
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彼
の
読
書
筆
記
一
巻
に
対
し
て
も
、
提
要
で
は
「
書
受
払
理
、
不
似

其
他
書
之
狂
誕
」
と
い
い
、
読
書
筆
記
の
前
に
書
か
れ
た
自
序
の

「
歳
乙
巳
、
允
明
解
憂
、
弗
能
四
方
読
書
於
事
物
之
理
、
偶
有
所
見
、

随
筆
総
記
、
伺
就
有
道
而
至
芸
」
と
い
う
一
文
か
ら
、
そ
の
乙
巳
は

成
化
二
十
一
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
書
は
「
其
少
時
所
作
、

猶
未
蕩
然
礼
法
之
外
也
」
と
解
し
て
、
一
応
の
敬
意
を
表
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
そ
の
他
の
著
作
と
な
る
と
、
提
要
の
見
解
は
異
っ
て
く
る
。

た
と
え
ば
允
明
の
志
怪
録
五
巻
に
対
し
て
は
「
皆
怪
誕
不
経
之
事
」

と
い
い
、
浮
物
一
巻
に
対
し
て
は
「
皆
務
為
雑
奇
之
論
」
と
断
じ
、

そ
の
由
っ
て
来
た
る
と
こ
ろ
は
、
　
「
蓋
允
明
平
生
以
善
人
放
誕
自
負
、

故
持
論
矯
激
、
未
能
悉
軌
於
正
」
と
い
う
。
ま
さ
に
提
要
で
は
祝
允

明
を
目
し
て
、
晋
の
竹
林
の
七
賢
の
よ
う
に
放
骨
無
軌
な
る
人
物
で

あ
る
と
き
め
つ
け
た
の
で
あ
る
。
ま
た
允
明
の
前
聞
記
一
巻
に
つ
い

て
は
、
　
「
割
書
雑
載
前
明
事
実
、
馬
糧
統
紀
、
大
抵
於
所
為
野
記
中

耳
撮
為
一
書
、
而
小
舞
其
次
第
」
と
み
な
し
て
野
記
の
亜
流
と
な
し
、

そ
の
よ
う
な
同
じ
書
物
を
幾
つ
も
分
け
る
の
は
「
明
人
欲
誇
著
述
貧

富
、
毎
難
所
著
一
書
分
為
数
種
、
往
往
麗
質
、
不
足
詰
也
」
と
い
っ

て
、
も
は
や
論
外
と
い
う
態
度
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の

前
聞
記
に
し
て
も
、
先
に
の
べ
た
野
記
に
し
て
も
、
明
代
の
野
史
的

著
作
の
一
つ
と
し
て
は
十
分
に
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
悪
世
貞
が
野
史
の
弊
を
挙
げ
た
例
と
し
て
、
墳

凝
望
、
隻
脚
雑
記
、
鶉
勝
野
聞
な
ど
と
と
も
に
野
記
を
も
響
け
た
が
、

明
代
前
期
の
掌
故
の
学
を
示
す
一
端
と
し
て
の
価
値
は
十
分
置
あ
り
、

さ
れ
ば
こ
そ
、
明
史
芸
文
志
の
中
で
も
、
こ
の
野
土
四
巻
は
劉
六
劉

七
な
ど
の
事
を
記
録
し
た
江
海
繊
渠
記
一
巻
と
と
も
に
史
部
雑
史
の

部
に
収
録
し
た
の
で
あ
る
。

三

　
さ
て
明
史
芸
文
志
で
は
、
祝
允
明
の
九
朝
野
記
四
巻
、
江
海
競
馬

記
一
巻
を
雑
史
の
部
に
入
れ
た
が
、
彼
の
製
材
小
半
六
巻
も
ま
た
史

部
に
収
め
ら
れ
た
一
篇
で
あ
る
。
こ
の
書
は
提
要
に
も
云
う
よ
う
に
、

天
順
以
後
の
蘇
州
出
身
者
の
人
物
列
伝
で
あ
り
、
莫
袈
の
呉
中
先
賢

伝
や
劉
鳳
の
続
呉
先
賢
賛
と
類
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
允

明
の
自
序
に
よ
れ
ば
、
弘
治
改
元
と
と
も
に
車
中
実
録
の
纂
修
が
は

じ
ま
り
、
各
地
の
諸
司
か
ら
史
館
に
関
係
の
事
蹟
を
送
付
す
る
に
あ

た
り
、
祝
允
明
は
自
分
に
関
係
の
深
い
蘇
州
の
人
物
伝
を
私
選
し
た

の
で
あ
る
と
い
う
。
陸
簗
の
墓
志
銘
で
は
本
書
を
「
成
魚
間
蘇
材
小
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⑳纂
」
と
い
い
、
王
鋳
の
伝
に
は
「
呉
材
小
皇
師
と
称
し
、
郎
瑛
の
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嬢

修
食
害
で
は
「
蘇
卑
小
記
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
蘇
州

の
人
物
を
五
種
に
分
け
て
、
第
一
に
事
事
な
る
者
に
徐
有
貞
以
下
十

九
人
、
第
二
に
邸
罪
な
る
老
、
料
亭
以
下
五
人
、
第
三
孝
徳
に
朱
瀬

一
人
を
挙
げ
、
第
四
の
女
憲
な
る
者
に
は
王
妙
鳳
以
下
三
人
、
第
五

の
方
術
に
は
張
予
算
二
人
を
挙
げ
た
。
提
要
で
は
こ
れ
を
論
じ
て
、

　
大
約
本
絹
碑
誌
行
状
、
而
稽
為
考
拠
、
異
同
註
於
本
文
之
下
、
其
叙
徐
有

　
貞
事
、
頗
有
諜
飾
、
蓋
允
明
為
有
貞
外
孫
、
親
串
之
、
私
感
能
無
所
仮
借
、

と
い
う
。
つ
ま
り
本
書
の
内
容
は
お
お
む
ね
碑
誌
行
状
に
も
と
づ
い

て
い
る
の
で
、
拠
り
所
が
あ
る
が
、
徐
有
繋
の
こ
と
に
つ
い
て
は
飾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

言
が
多
い
と
い
う
。
徐
有
貞
と
い
え
ば
、
允
明
の
母
方
の
父
、
つ
ま

り
外
祖
父
に
当
る
が
、
有
貞
は
同
じ
く
蘇
州
地
方
の
出
身
で
あ
り
、

宣
徳
八
年
の
進
土
、
体
は
短
少
な
れ
ど
も
、
精
桿
に
し
て
智
略
あ
り
、

功
名
心
の
強
い
人
物
で
あ
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
書
に
通
じ
た
が
、
と
く

に
天
文
、
地
理
、
水
利
、
陰
陽
に
秀
い
で
、
張
秋
河
の
治
水
な
ど
の

水
利
工
事
で
名
を
あ
げ
た
。
景
泰
八
年
、
景
帝
の
病
気
に
当
り
、
石

釜
ら
と
英
宗
復
辟
の
中
心
人
物
と
な
り
、
華
蓋
殿
大
学
士
、
兵
部
尚

書
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
つ
い
で
武
功
伯
に
封
ぜ
ら
れ
、
権
勢
を
振
い
、

か
ね
て
対
立
し
て
い
た
子
謙
を
失
脚
さ
せ
た
が
、
や
が
て
自
ら
も
下

獄
棄
市
さ
れ
る
運
命
と
な
っ
た
。
の
ち
金
歯
に
徒
さ
れ
、
成
化
の
初

に
は
釈
さ
れ
て
郷
里
に
帰
っ
た
が
、
後
に
山
水
の
闇
を
十
余
年
放
浪

し
た
と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
徐
有
貞
の
生
涯
を
み
る
と
、
一
時
は

大
学
士
に
い
た
り
武
功
伯
に
も
封
ぜ
ら
れ
る
よ
う
な
栄
誉
を
得
た
が
、

失
脚
す
る
と
、
あ
わ
や
棄
市
さ
れ
る
ま
で
に
至
り
、
よ
う
や
く
雲
爾

の
金
歯
の
仲
間
と
い
う
悲
惨
な
運
命
に
遭
っ
た
。
祝
允
明
と
し
て
は
、

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
書
き
し
る
す
に
忍
び
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
れ
ば
提
要
に
い
う
よ
う
な
徐
有
貞
に
つ
い
て
の
飾
言
も
見
ら
れ
た

こ
と
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
ま
た
徐
有
貞
な
ど
の
よ
う
に
英
宗
復
位

の
関
係
者
が
身
内
に
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
時
の
事
情
も
か
な
り
詳
細

に
記
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
茎
短
が
七
草
愚
稿
巻
十
三
「
漁
期
復
位

実
録
」
の
中
で
、
復
位
の
経
過
を
説
明
し
て
、

　
臨
調
得
読
点
御
史
壇
記
号
閣
老
調
弁
冤
疏
、
李
学
士
賢
天
工
日
録
、
祝
通

　
一
議
鷲
谷
林
小
鷺
（
蘇
材
小
纂
）
、
因
緯
野
毛
為
前
文
、
愚
説
全
盤
小
記
、

　
蓋
諸
島
剛
言
其
前
後
事
情
、
復
位
無
如
小
記
之
軽
量
、

と
い
い
、
祝
允
明
の
蘇
材
小
纂
の
記
録
が
、
英
宗
復
位
の
事
情
を
も

っ
と
も
詳
細
に
叙
述
し
た
も
の
と
断
じ
た
こ
と
は
、
ま
た
こ
の
書
の

価
値
を
認
め
た
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
そ
れ
で
は
こ
の
蘇
材
小
諸
の
纂
修
時
期
ぽ
い
つ
だ
ろ
う
か
。
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允
明
の
自
序
な
る
も
の
に
い
う
所
か
ら
す
れ
ば
、
弘
治
改
元
後
実
録

纂
修
に
関
し
て
私
潔
し
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
弘
治
の

初
め
ご
ろ
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
漸
く
彼
の
文
名
が
高
く
な
っ
た
こ

ろ
で
、
彼
が
挙
試
に
応
じ
て
挙
人
と
な
っ
た
時
よ
り
も
、
少
し
前
で

は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
聴
期
な
ら
ば
、
彼
が

真
繋
に
登
第
を
志
ざ
し
て
い
た
時
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
お
の
ず
か

ら
こ
の
蘇
材
記
章
に
は
後
人
に
よ
っ
て
彼
の
代
名
詞
に
さ
れ
る
よ
う

な
放
誕
な
る
風
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
う
な
ず
け
る
の
で

あ
る
。
ま
た
四
型
全
書
総
園
提
要
の
中
で
、
彼
の
読
書
筆
記
一
巻
に

対
し
て
、
こ
の
書
が
彼
の
他
書
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
狂
誕
に
似
ず
理

に
近
い
の
は
、
成
化
二
十
一
年
の
撰
で
、
彼
の
少
時
の
作
に
あ
た
り
、

未
だ
礼
法
の
外
に
出
る
前
の
著
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
た
解
釈
も
、
同

じ
よ
う
に
考
え
あ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
と
対

照
的
な
書
が
野
寵
で
あ
り
、
そ
の
野
記
は
、
同
離
離
戌
刊
に
見
ら
れ

る
自
序
に
よ
れ
ば
、
正
徳
六
年
八
月
の
著
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す

な
わ
ち
五
十
二
歳
の
時
で
あ
り
、
す
で
に
弘
治
五
年
郷
試
に
応
じ
て

挙
人
と
な
っ
て
か
ら
、
二
十
年
の
歳
月
を
経
て
お
り
、
事
情
県
兜
県
、

応
天
府
通
判
と
い
う
官
職
を
退
い
た
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
允
明
の
後
半
を
代
表
す
る
一
書
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
宮
崎
博
士
は
、
祝
允
明
や
唐
寅
な
ど
を
帯
隠
と
称
せ
ら

れ
た
。
市
隠
と
は
「
官
［
途
に
望
み
を
絶
っ
て
郷
里
に
住
み
つ
い
た
士

大
夫
で
、
進
士
、
挙
人
、
生
員
な
ど
の
一
種
の
学
位
、
或
い
は
そ
れ

以
上
の
宮
と
し
て
の
肩
書
を
も
っ
て
、
　
一
般
民
衆
よ
り
も
特
権
的
な

地
位
を
認
め
ら
れ
て
い
て
も
、
彼
等
は
何
よ
り
も
そ
の
生
れ
た
土
地

を
愛
し
、
郷
里
の
民
衆
と
苦
楽
を
共
に
し
ょ
う
と
す
る
。
こ
う
い
う

云
わ
ば
隠
者
的
な
士
大
夫
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
意

味
か
ら
い
え
ば
、
早
早
明
は
応
天
府
の
通
判
を
辞
し
て
郷
里
に
帰
っ

て
か
ら
の
生
活
態
度
に
市
隠
的
要
素
が
濃
厚
で
あ
り
、
そ
こ
に
ま
た

蘇
州
人
に
共
通
な
反
骨
精
神
が
う
ち
出
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
「
つ
の

あ
ら
わ
れ
が
彼
の
野
記
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
野
鳥
に
収
め
る
内
容
か
ら
み
れ
ば
、
す
べ
て
明
代
に
お
け

る
出
来
事
を
収
録
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
前
聞
記
も
同
様
で
あ
っ
た
。

そ
の
時
代
的
範
麟
か
ら
い
え
ば
、
母
材
小
纂
も
同
じ
で
あ
る
。
だ
が

そ
の
明
代
と
い
う
枠
を
越
え
て
、
歴
史
一
般
に
つ
い
て
彼
の
反
骨
精

神
を
表
現
し
た
も
の
と
い
え
ば
、
何
と
い
っ
て
も
祝
子
罪
知
録
を
挙

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
祝
子
罪
知
録
十
巻
は
、
文
事
明
の
序
に
よ
れ
ば
嘉
靖
元
年
の
作
と

い
う
か
ら
、
祝
允
明
晩
年
の
著
で
あ
る
。
四
鷹
全
書
に
採
録
し
た
時

34　（34　）・



祝允明の史学（關野）

に
は
す
で
に
七
巻
と
い
わ
れ
る
が
、
提
要
に
は
「
干
頃
卜
書
目
載
祝

子
罪
知
十
巻
、
此
本
僅
七
巻
、
而
侠
玄
八
九
十
三
巻
」
と
い
っ
て
、

も
と
は
十
巻
あ
っ
た
の
が
七
巻
に
な
っ
て
い
る
の
は
「
殆
坊
舜
賢
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

無
知
者
之
所
為
鰍
」
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
一
般
に
は
七
巻
本

と
し
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
議
会
図
書
館
に
保
管

さ
れ
て
い
た
旧
北
京
図
書
館
蔵
本
の
祝
子
罪
知
録
は
十
巻
八
冊
と
い

わ
れ
、
わ
が
国
で
は
卑
見
に
よ
る
と
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
と
大
阪
府

立
図
書
館
に
明
刊
本
を
所
蔵
し
て
い
る
う
ち
、
と
り
わ
け
蓬
左
文
庫

蔵
本
は
十
巻
四
冊
か
ら
成
り
、
提
要
で
い
う
よ
う
な
一
巻
よ
り
三
巻

ま
で
は
人
を
論
じ
、
四
巻
は
詩
文
を
論
じ
、
五
巻
六
巻
は
仏
老
を
論

じ
、
七
巻
は
神
鬼
妖
怪
を
論
ず
る
と
い
う
編
成
と
い
さ
さ
か
異
な
り
、

一
巻
よ
り
三
巻
ま
で
は
歴
代
の
人
物
を
論
評
し
、
四
巻
五
巻
に
て
主

と
し
て
二
人
を
論
断
す
る
。
六
巻
七
巻
が
論
議
、
八
巻
、
九
巻
で
詩

を
論
じ
、
十
巻
に
神
智
妖
怪
を
論
ず
る
と
い
う
体
裁
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
こ
で
は
湯
武
や
孟
子
か
ら
、
宋
の
指
寄
胤
、
趙
薩
義
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
人
物
を
と
り
あ
げ
て
、
彼
一
流
の
論
評
を
加
え
る
。
そ
の
手

法
と
し
て
挙
、
刺
、
説
、
演
、
系
の
五
種
の
判
言
を
用
い
る
。
挙
と

は
「
是
を
是
と
す
る
」
こ
と
、
刺
と
は
「
非
を
非
と
す
る
」
こ
と
、

説
と
は
「
是
非
の
故
を
た
ず
ね
る
し
こ
と
、
演
と
は
「
反
覆
の
情
を

の
べ
る
」
こ
と
、
系
と
は
「
古
版
を
述
べ
て
も
っ
て
斯
文
の
証
と
な

す
」
こ
と
で
あ
る
。
礼
怯
の
士
を
憎
む
祝
慶
明
は
、
か
か
る
手
法
を

用
い
て
、
思
う
ま
ま
に
古
来
の
人
物
を
論
断
し
、
詩
文
を
批
判
す
る
。

そ
こ
に
は
古
来
の
常
識
と
か
定
評
な
ど
を
意
に
介
さ
な
い
自
7
田
奔
放

な
筆
致
が
ほ
と
ば
し
る
。
こ
う
し
て
祝
面
明
に
よ
っ
て
画
か
れ
た
月

旦
の
評
と
は
、
如
何
な
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

四

　
祝
子
罪
知
録
巻
三
の
最
初
に
、
彼
は
「
今
の
世
に
古
人
を
予
奪
す

る
こ
と
多
く
誤
れ
り
」
と
し
て
、
ま
ず
議
論
叔
斉
を
羅
上
に
あ
げ
る
。

彼
は
い
う
。
「
伯
夷
叔
斉
は
聖
人
で
あ
る
」
。
何
故
な
ら
ば
、
彼
等
は

父
の
死
後
、
互
に
そ
の
継
嗣
を
譲
り
あ
い
、
西
方
に
周
の
文
王
の
徳

あ
る
を
聞
い
て
そ
の
も
と
に
行
っ
た
。
し
か
し
武
王
は
今
や
父
の
喪

も
明
け
な
い
う
ち
に
、
股
を
討
伐
に
行
こ
う
と
す
る
。
こ
れ
は
全
く

吾
々
の
考
え
る
よ
う
な
道
あ
る
入
で
な
い
と
。
そ
し
て
首
陽
山
に
て

餓
死
し
た
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
説
明
は
そ
の
伯
夷
叔
斉
の
聖

な
る
鰹
由
を
、
　
「
系
制
し
て
陶
磁
、
韓
愈
、
皮
日
休
、
司
馬
光
な
ど

の
あ
ら
ゆ
る
文
章
を
援
用
し
詳
細
に
説
明
す
る
。
ま
た
允
明
に
よ
れ

ば
、
「
殿
の
湯
王
、
周
の
武
王
は
聖
人
で
な
い
」
。
何
故
な
ら
ば
「
臣
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は
寄
敷
を
放
斌
す
る
こ
と
を
得
ず
、
子
は
頑
父
を
放
殺
す
る
こ
と
を

得
な
い
」
か
ら
だ
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
毅
の
宰
相
と
し
て
湯
王
を

援
け
、
夏
の
桀
を
討
っ
て
天
下
を
平
定
し
た
と
い
う
伊
歩
は
、
彼
に

よ
れ
ば
不
臣
で
あ
り
、
聖
賢
と
言
う
こ
と
は
出
来
な
い
と
す
る
。
そ

の
理
由
に
は
、
た
と
え
ば
宋
の
学
者
鄭
厚
の
文
か
ら
と
し
て
、

　
唐
虞
以
落
勢
得
天
下
、
籍
瀬
田
和
仲
穫
契
、
以
厚
風
俗
、
成
湯
手
桀
、
葡

　
有
天
下
隠
男
已
異
、
淳
朴
大
助
、

の
句
を
も
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
伊
サ
と
い
え
ば
周
公
、
呂
尚
、
管
仲
な
ど
と
と
も
に
名
臣
に
加
え

ら
れ
る
人
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
不
調
と
き
め
つ
け
た
彼
の
筆
は
、

さ
ら
に
管
仲
に
も
及
ん
で
い
く
。
礼
盤
は
春
秋
時
代
の
斉
の
桓
公
に

仕
え
て
宰
相
に
任
ぜ
ら
れ
た
人
物
で
、
孔
子
も
「
微
管
子
、
吾
其
被

髪
左
征
　
」
と
ま
で
尊
重
し
た
。
し
か
し
襲
撃
は
い
う
。
　
「
管
夷
吾
、

功
罪
不
鞍
壷
也
」
と
。
何
故
な
ら
ば
、
　
「
行
単
為
智
、
治
国
為
仁
、

不
死
母
岩
、
鍮
蝦
固
玉
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
管
仲
と
飽

叔
牙
と
の
交
友
に
つ
い
て
、
管
仲
が
三
戦
三
走
し
た
訳
は
、
彼
に
老

母
が
あ
る
か
ら
だ
と
知
っ
て
く
れ
る
の
は
飽
叔
牙
の
み
で
あ
る
と
い

っ
た
話
は
有
名
で
あ
る
が
、
允
明
は
そ
の
よ
う
な
私
情
に
よ
っ
て
、

重
大
な
戦
を
鼠
走
ま
で
し
た
こ
と
に
強
く
反
省
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
点
で
は
同
じ
く
孝
の
立
場
か
ら
父
の
讐
を
忘
れ
ず
、
股
の
仇
を

報
じ
よ
う
と
し
た
紺
の
子
武
庚
に
賞
讃
を
お
く
り
、
こ
れ
と
共
に
兵

を
起
し
歯
周
の
一
族
、
管
鮮
、
速
度
に
も
、
股
の
義
士
に
従
っ
て
復

仇
の
助
力
を
し
た
も
の
と
讃
辞
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
李
卓
吾
が
蔵
書
の
中
で
、
徳
業
の
七
三
の
中
に
入
れ
た

前
漢
末
の
文
学
者
に
群
雄
が
あ
る
。
揚
雄
は
博
覧
で
寡
欲
、
富
貴
を

の
ぞ
ま
ず
、
四
十
数
歳
に
な
っ
て
都
に
の
ぼ
り
、
大
司
馬
王
音
に
文

才
を
認
め
ら
れ
、
成
帝
、
哀
帝
、
平
帝
に
仕
え
た
が
、
王
葬
が
位
を

奪
っ
た
時
は
、
彼
に
お
も
ね
ら
ず
、
官
は
大
夫
に
と
ど
ま
っ
た
と
い

う
が
、
朱
子
は
通
気
綱
厨
の
中
で
、
彼
が
王
葬
の
功
徳
を
食
し
た
の

で
「
葬
大
夫
揚
雄
死
」
と
書
い
た
。
允
明
は
こ
れ
に
対
し
て
つ
ぎ
の

よ
う
に
い
う
。

　
評
雄
甚
衆
、
旨
旨
時
奪
、
皆
求
之
過
、
大
略
諸
人
過
於
賞
、
朱
氏
過
於
罰
、

　
罰
亦
積
足
蔽
漁
業
也
。
又
日
、
雄
仕
漢
、
遇
葬
新
室
之
乱
、
既
不
能
去
、

　
又
催
禍
乃
為
斯
文
、
以
媚
取
容
、
三
二
君
子
仕
以
行
道
、
道
不
行
則
行
其

　
節
、
葬
之
不
匝
、
雄
宜
以
君
臨
之
義
匡
救
之
、
以
行
其
道
、
筍
畏
其
威
、

　
愛
其
死
、
期
投
断
熱
明
其
節
、
誰
有
荷
紅
雨
生
、

と
。
つ
ま
り
謝
意
は
聖
な
る
を
も
っ
て
生
を
全
う
し
た
が
、
し
か
し

君
子
た
る
も
の
、
道
を
以
っ
て
仕
え
、
道
行
わ
な
け
れ
ば
、
積
極
蘭
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に
そ
の
道
を
行
わ
し
め
る
べ
く
努
力
し
、
行
わ
れ
難
け
れ
ば
そ
の
節

を
明
ら
か
に
せ
よ
と
ぎ
め
つ
け
た
の
で
あ
る
。
異
論
明
は
嵐
処
進
退

の
欝
欝
な
る
こ
と
を
憎
む
。
そ
こ
に
彼
の
合
理
主
義
精
神
の
あ
ら
わ

れ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
合
理
主
義
精
神
は
ま
た

い
わ
ゆ
る
彼
の
市
隠
的
生
活
の
中
に
も
現
わ
れ
る
。
そ
し
て
歴
史
の

中
に
お
け
る
隠
な
る
人
物
に
も
す
る
ど
い
批
判
の
眼
を
向
け
て
い
く
。

　
後
漢
の
劉
秀
光
武
帝
と
同
学
で
あ
っ
た
幽
光
は
、
劉
秀
が
即
位
す

る
と
、
み
ず
か
ら
身
を
隠
し
た
が
、
光
武
帝
は
探
し
求
め
て
朝
に
召

し
た
。
す
る
と
厳
光
は
儀
礼
に
と
ら
わ
れ
ず
、
帝
と
と
も
に
床
に
伏

し
、
帝
の
腹
に
足
を
置
い
て
熟
睡
し
た
が
、
帝
も
故
旧
を
忘
れ
ず
高

彼
の
非
礼
を
と
が
め
な
か
っ
た
。
そ
し
て
彼
を
諌
議
大
夫
に
任
ぜ
よ

う
と
し
た
が
受
け
ず
、
帰
郷
し
て
し
ま
っ
た
と
い
、
う
。
つ
ま
り
一
種

の
逸
民
だ
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
祝
允
明
は
「
厳
光
こ
そ
姦
鄙

な
り
」
と
い
う
。
つ
ま
り
前
後
を
わ
き
ま
え
ぬ
田
舎
老
と
断
じ
、
厳

光
の
態
度
に
傲
慢
不
遜
な
姿
を
み
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
時
雨
や
羊

続
に
も
通
ず
る
姿
勢
で
あ
る
。
時
苗
は
少
時
よ
り
清
廉
な
る
人
と
い

わ
れ
た
が
、
寿
春
令
に
な
っ
た
時
、
黄
牛
に
車
を
ひ
か
せ
、
在
任
中

に
一
頭
の
仔
牛
を
生
ん
だ
。
彼
が
任
を
去
る
に
及
ん
で
、
そ
の
仔
牛

を
留
め
、
自
分
が
来
た
時
は
仔
牛
は
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
っ
た
。

ま
た
汎
濫
は
盧
江
南
陽
二
郡
の
太
守
と
な
り
、
諸
車
を
討
平
し
た
が
、

つ
ね
に
緻
衣
臓
馬
で
清
介
自
持
と
称
せ
ら
れ
た
。
府
営
が
嘗
っ
て
生

魚
を
送
っ
た
所
、
羊
続
は
こ
れ
を
庭
に
懸
け
、
写
物
を
排
除
す
る
慧

を
示
し
た
。
そ
の
後
、
霊
夢
は
羊
続
を
太
尉
に
任
ぜ
ん
と
し
た
が
、

当
時
三
公
に
拝
せ
ら
れ
る
者
は
東
園
に
礼
銭
亘
万
を
輸
す
し
き
た
り

が
あ
り
、
中
使
が
督
促
に
行
く
と
、
羊
続
は
身
に
つ
け
た
纒
砲
を
示

し
て
「
臣
之
所
資
、
惟
此
而
細
土
と
い
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な

時
苗
、
単
弁
の
清
廉
な
る
態
度
の
中
に
、
祝
允
明
は
か
え
っ
て
清
介

を
押
し
売
り
す
る
よ
う
な
不
良
質
な
姿
を
感
じ
と
っ
た
。
允
明
ら
の

意
識
に
は
、
市
隠
と
は
決
し
て
無
理
な
態
度
、
如
何
に
も
そ
れ
を
強

調
す
る
よ
う
な
姿
勢
は
と
る
べ
き
で
な
い
。
あ
る
が
ま
ま
の
自
然
の

生
活
態
度
、
し
か
も
合
理
主
義
に
徹
す
る
文
化
人
こ
そ
、
蘇
弼
人
の

願
っ
て
い
る
至
高
な
る
姿
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
秤
放
の
ご
と
き
私
情
に
こ
り
固
ま
っ
た
田
舎
者
は
以

っ
て
の
外
と
論
断
す
る
。
秤
放
は
趙
宋
の
人
、
・
沈
黙
好
学
に
し
て
、

七
才
で
す
で
に
文
を
能
く
し
た
。
父
が
彼
を
進
士
に
挙
げ
し
め
ん
と

し
た
時
、
　
「
業
未
成
、
不
可
妄
動
」
と
辞
し
た
。
父
の
卒
す
る
に
及

ん
で
、
母
を
奉
じ
て
終
南
山
に
隠
れ
、
講
習
を
も
っ
て
業
と
な
し
、

束
脩
を
得
て
母
を
養
っ
た
。
淳
化
中
、
紳
放
が
朝
廷
に
召
さ
れ
る
や
、
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母
の
悉
り
は
げ
し
く
、
母
子
は
更
に
窮
僻
に
転
居
し
、
隠
居
す
る
こ

と
三
十
年
、
そ
の
宝
飯
平
中
よ
う
や
く
召
さ
れ
て
官
に
就
い
た
と
い

わ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
祝
允
明
は
こ
の
よ
う
な
た
だ
母
の
情
に
の
み

縛
ら
れ
て
、
人
跡
ま
れ
な
山
野
に
か
く
れ
住
む
者
は
「
綿
夫
な
り
し

と
言
い
放
つ
。
布
井
に
生
活
し
、
し
か
も
孝
を
全
う
す
る
者
こ
そ
、

真
の
隠
人
で
あ
る
と
み
る
の
で
あ
る
。
紳
放
の
ご
と
き
母
へ
の
欝
従

に
対
し
て
、
鋭
ど
い
批
判
を
向
け
た
祝
允
明
は
、
ま
た
我
が
児
を
犠

姓
に
し
た
泣
面
へ
も
、
決
し
て
容
赦
は
し
な
い
。
郵
依
は
西
京
の
人
、

少
時
孝
を
以
て
聞
え
た
が
、
窒
息
の
乱
に
石
窯
の
煮
繭
に
遭
い
、
我

が
児
と
種
子
を
つ
れ
て
逃
げ
た
。
し
か
し
屡
々
賊
に
乏
い
、
つ
い
に

二
人
を
つ
れ
て
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
晦
、
弟
が
早
死
し

て
い
る
為
に
そ
の
跡
の
絶
え
る
こ
と
を
慮
っ
て
、
弟
の
子
で
あ
る
そ

の
従
子
の
み
を
つ
れ
、
我
が
児
を
棄
て
て
江
南
に
至
っ
た
が
、
そ
の

．
後
、
自
己
に
は
子
供
が
生
れ
ず
、
彼
の
嗣
無
し
と
い
わ
れ
、
彼
の
苦

衷
が
話
題
に
な
っ
た
。
し
か
し
祝
允
明
は
郡
依
を
指
し
て
、
　
「
子
而

不
孝
、
父
溺
不
慈
、
人
里
獣
脂
」
と
極
言
す
る
。
雪
明
の
人
間
性
か

ら
み
れ
ば
、
ま
さ
に
彼
こ
そ
人
面
の
獣
と
看
取
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
次
に
は
、
少
し
く
観
点
を
変
え
て
、
祝
無
明
の
忠
不
忠
論
を

出
’
5
え
て
み
よ
う
。
唐
の
王
珪
、
魏
微
と
い
え
ば
、
太
宗
時
代
の
名
臣

と
し
て
知
ら
れ
、
李
幡
羅
の
蔵
書
で
も
、
　
「
行
業
儒
臣
」
の
中
に
入

れ
て
い
る
入
物
で
あ
る
。
し
か
し
彼
等
が
と
も
に
李
世
民
の
兄
李
建

成
に
仕
え
、
李
建
成
に
向
っ
て
弟
の
世
民
を
除
く
こ
と
を
勧
め
、
玄

武
門
の
変
に
活
躍
し
た
。
の
ち
太
宗
に
仕
え
厚
く
親
任
さ
れ
た
が
、

祝
允
明
は
、
彼
等
を
不
忠
な
り
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
則
天
皇
后
に

反
対
し
て
兵
を
挙
げ
た
酪
豊
強
や
徐
受
業
に
対
し
て
忠
な
り
と
い
い
、

則
天
武
后
に
従
っ
て
徐
賦
質
の
乱
を
平
定
し
た
魏
元
忠
を
不
忠
な
り

と
き
め
つ
け
る
。
ま
た
五
代
の
後
合
に
仕
え
宋
の
太
祖
に
従
わ
な
か

っ
た
李
箔
や
、
北
漢
の
二
代
目
と
し
て
宋
と
対
立
し
た
劉
鈎
を
ば
、

忠
孝
完
う
せ
る
者
と
賞
讃
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
程
朱

の
学
を
学
び
、
死
後
孔
子
廟
に
も
従
肥
さ
れ
た
許
衡
は
、
元
の
世
祖

に
仕
え
て
、
国
子
祭
酒
や
商
議
中
書
省
事
に
も
な
っ
た
が
、
祝
言
明

は
彼
を
忠
の
慮
だ
と
酷
評
す
る
。
そ
れ
は
彼
が
異
民
族
で
あ
る
元
に

仕
え
た
か
ら
だ
と
も
い
い
、
ま
た
官
に
就
い
て
も
、
暫
ら
く
す
る
と

帰
郷
す
る
な
ど
、
出
処
進
退
が
明
ら
か
で
な
い
所
か
ら
出
た
批
判
で

あ
ろ
う
が
、
下
闇
と
な
ら
ん
で
元
の
学
者
と
称
せ
ら
れ
る
朱
子
四
伝

の
弟
子
呉
澄
に
就
い
て
も
、
ま
た
同
じ
く
忠
の
磁
と
い
う
批
判
が
下

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
今
ま
で
挙
げ
て
ぎ
た
人
物
は
、
彼
の
論
じ
た
人
物
の
な
か
の
一
部
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分
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
彼
が
く
だ
し
た
古
今
の
人
物
に
対
す
る
論

評
に
は
、
お
の
ず
か
ら
彼
の
持
つ
規
範
が
あ
っ
て
、
そ
の
規
範
に
従

っ
て
、
明
解
な
る
断
定
を
く
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
古

来
の
定
評
と
い
う
も
の
を
没
却
し
、
入
聞
性
に
も
と
づ
い
て
、
あ
る

が
ま
ま
の
自
然
の
状
態
で
考
え
た
判
断
に
基
準
を
お
き
、
合
理
主
義

精
神
、
反
骨
精
神
に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
た
道
理
で
批
判
し
た
人

物
評
伝
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

五

　
す
で
に
の
べ
た
評
伝
だ
け
で
も
、
祝
声
明
の
説
が
当
時
の
世
人
を

驚
か
す
に
は
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
な
お
祝
子
罪
著
録
の
中
に
は
、
儒
学
、
と
り
わ
け
孟
子
を

止
揚
し
た
程
朱
の
学
に
対
す
る
批
判
が
蔵
せ
ら
れ
て
い
た
。

　
お
よ
そ
彼
は
、
孟
子
の
性
善
説
、
衛
子
の
性
悪
説
を
共
に
非
と
す

る
立
場
で
あ
る
。
彼
は
い
う
、

　
炎
性
必
有
恒
、
有
恒
非
尽
善
也
、
非
望
悪
也
、
有
善
看
也
、
懲
悪
老
也
、

　
有
善
乱
交
井
者
也
、
善
者
磁
壁
、
義
炎
暑
類
也
、
悪
着
亦
下
生
、
蜜
苗
之

　
無
位
、
三
井
之
類
｝
術
其
剤
分
、
彼
此
侵
互
、
蔵
品
極
繁
、
燃
犀
可
算
、

　
古
今
之
賢
良
中
人
以
至
細
心
主
人
、
愚
不
肖
也
、

と
。
す
な
わ
ち
人
勝
に
は
善
者
だ
と
か
、
悪
者
だ
と
か
割
り
き
っ
て

言
え
る
岩
は
少
な
い
。
人
間
と
は
善
悪
あ
わ
せ
持
つ
者
が
殆
ん
ど
で

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
孟
子
と
垂
準
を
論
じ
た
場
合
、
と
く
に

彼
の
孟
子
に
対
す
る
批
判
は
酷
し
い
。
彼
は
、
　
「
下
墨
縦
横
者
流
、

不
可
謂
賢
人
」
と
い
っ
た
。
ま
た
鄭
厚
の
言
に
も
と
づ
い
て
い
う
、

　
孟
糊
非
賢
人
也
、
夫
春
秋
書
幅
以
存
周
也
、
孔
子
日
、
如
有
用
我
者
、
吾

　
其
為
東
周
乎
、
此
仲
尼
之
本
心
也
、
孟
朝
非
周
民
乎
、
履
周
之
地
、
食
周

　
之
粟
、
常
有
無
周
之
心
、
学
仲
尼
而
叛
之
者
也
、

と
。
ま
た
李
観
の
説
を
と
り
て
い
う
、

　
孟
子
日
、
五
覇
者
三
些
細
舞
人
也
、
吾
以
為
孟
子
春
五
宮
之
罪
人
也
、
五

　
覇
率
諸
侯
事
天
子
、
孟
子
勧
諸
倭
学
天
子
、
筍
有
人
性
者
、
必
知
其
逆
順

　
耳
　
、
孟
子
混
融
顕
王
蒔
、
其
後
尚
且
百
年
、
而
棊
血
餅
、
鳴
呼
益
子
忍

　
人
也
、
其
下
染
室
如
無
有
也
、

と
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
孟
子
を
強
調
し
た
程
朱
を
論
じ
て
、
　
「
程

願
朱
烹
、
経
師
麿
子
、
時
之
賢
人
、
或
梢
過
之
更
以
疑
潔
し
と
い
い
、

そ
の
理
由
と
し
て
、
　
「
程
頃
朱
蕪
の
紅
鶴
の
功
は
も
と
よ
り
大
で
あ

る
。
し
か
し
経
師
の
授
受
は
漢
唐
よ
り
注
し
疏
し
来
っ
た
も
の
で
、

宋
音
は
三
国
六
朝
上
代
の
諸
師
を
軽
侮
す
る
が
、
そ
の
問
経
伝
は
語

々
と
し
て
絶
え
ず
、
宋
に
ま
で
至
っ
た
の
で
あ
る
」
と
。
と
こ
ろ
で
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程
願
や
朱
喜
…
が
、
い
わ
ゆ
る
道
学
を
大
成
し
た
が
、
彼
等
の
道
統
に

よ
れ
ば
、
　
「
孔
子
妓
せ
る
後
、
素
子
独
り
そ
の
伝
を
得
て
こ
れ
を
子

思
に
伝
え
、
以
て
孟
子
に
及
ぶ
、
孟
子
残
し
て
伝
う
る
な
し
」
と
い

い
、
宋
の
中
葉
に
至
っ
て
周
悲
願
が
出
て
聖
賢
不
伝
の
学
を
得
、
張

載
は
霞
銘
を
作
っ
て
理
一
分
裂
の
情
を
極
言
し
、
程
顎
、
程
願
に
至

っ
て
、
大
学
、
中
庸
の
二
篇
を
照
葉
し
て
、
論
語
、
孟
子
と
な
ら
び

行
わ
し
め
た
。
そ
の
後
、
宋
の
南
渡
に
及
び
、
新
安
の
朱
喜
崩
が
出
て

黒
氏
の
正
伝
を
得
た
。
こ
れ
が
道
学
で
あ
り
、
宋
史
道
単
二
に
「
是

れ
宋
儒
の
学
、
諸
子
に
度
越
し
て
、
か
み
孟
子
に
接
す
る
所
以
の
も

の
か
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
道
学
に
お
い
て
は
、
依
拠
す
る
典
籍

と
し
て
は
大
学
・
中
庸
・
論
語
・
孟
子
の
四
書
を
あ
げ
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
特
に
新
し
く
強
調
さ
れ
て
き
た
の
は
孟
子
で
あ
る
。
そ
こ

で
祝
允
明
は
当
時
の
生
活
規
範
で
あ
り
、
学
問
・
倫
理
の
基
盤
で
あ

っ
た
程
朱
学
に
抵
抗
し
て
、
ま
ず
こ
の
孟
子
に
反
当
し
、
つ
い
で
程

願
、
朱
喜
…
を
批
判
し
、
道
学
を
論
評
し
、
さ
ら
に
四
書
よ
り
も
六
経

に
重
き
を
お
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
祝
轡
型
が
こ
れ
ほ
ど
至
忠
や
朱
喜
…
を
批
判
で
き
た
の
は
、

や
は
り
そ
の
時
代
の
儒
学
の
中
に
、
旧
来
の
程
朱
学
に
対
し
て
堂
々

と
批
判
繊
来
る
素
地
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
宋
以
来
の
道
学
す
な
わ
ち
程
朱
学
が
、
元
明
と
時
代
を
経
る
に

つ
れ
て
、
い
よ
く
固
定
化
す
る
と
と
も
に
、
権
威
の
虚
飾
を
加
え

る
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
永
楽
朝
に
出
来
た
四
書
五
経
性
理
大
全
に

も
と
つ
く
儒
学
は
、
や
が
て
成
慰
留
と
も
な
れ
ば
、
そ
の
誤
り
を
指

摘
さ
れ
、
四
書
五
経
大
全
の
改
訂
を
も
上
奏
し
う
る
時
代
に
な
っ
て

　
⑳
き
た
。
そ
の
一
つ
の
現
わ
れ
が
丘
溶
の
「
大
学
術
義
補
」
で
も
あ
ろ

う
が
、
　
一
方
で
は
儒
学
の
中
に
陳
白
沙
な
ど
の
よ
う
に
禅
に
近
い
学

者
も
現
わ
れ
、
ま
た
程
朱
学
と
異
な
っ
た
陸
象
山
の
学
を
継
承
す
る

王
陽
明
も
現
わ
れ
て
き
た
。
王
陽
明
は
祝
允
明
よ
り
十
二
年
後
に
生

れ
て
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。

　
さ
て
以
上
の
べ
来
っ
た
所
を
み
れ
ば
、
も
は
や
祝
允
明
が
如
何
な

る
立
場
で
、
歴
史
上
の
人
物
を
評
伝
し
た
か
、
そ
の
大
要
を
知
り
得

る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
彼
の
野
選
や
前
聞
記
な
ど
に
現
れ
て
い
た
歴

史
的
感
覚
が
、
こ
の
祝
子
罪
知
録
の
中
で
は
、
彼
一
流
の
人
物
評
伝

と
し
で
表
現
せ
ら
れ
、
独
自
の
境
地
を
開
拓
し
た
も
の
と
い
え
な
い

だ
ろ
う
か
。
四
庫
全
書
総
属
提
要
で
は
王
弘
撰
の
山
雪
を
引
用
し
て

い
う
。
　
「
祝
枝
山
は
狂
士
な
り
。
祝
子
罪
塑
造
を
著
わ
し
、
そ
の
挙

刺
予
奪
は
、
人
の
敢
え
て
言
わ
ざ
る
所
を
い
い
、
刻
に
し
て
戻
、
僻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

に
し
て
黙
な
り
。
け
だ
し
学
禅
の
弊
、
す
な
わ
ち
屠
隆
・
愚
筆
の
徒
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祝允明の史学（闘野）

な
り
」
と
。
こ
の
言
葉
は
、
礼
法
に
反
逆
す
る
人
士
は
す
べ
て
放
誕

で
あ
り
、
狂
士
と
解
し
、
．
そ
れ
を
屠
隆
や
李
卓
筆
の
徒
で
あ
る
と
見

な
す
御
用
学
者
的
見
解
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
も
ち
ろ

ん
祝
允
明
と
屠
隆
や
李
車
吾
と
の
間
に
は
、
時
代
的
に
も
行
動
の
上

で
も
、
異
っ
た
面
が
多
い
。
た
と
え
ば
祝
事
明
の
と
り
あ
げ
た
人
物

の
評
価
と
、
李
卓
吾
の
与
え
た
評
価
と
に
は
、
か
な
り
相
違
す
る
所

が
あ
る
こ
と
は
、
先
に
引
用
し
た
揚
雄
や
王
珪
・
魏
微
の
例
か
ら
み

て
も
、
窺
い
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
そ
の
表
現
形
式
は
こ

と
な
っ
て
い
る
。
李
卓
吾
の
蔵
書
で
は
、
多
く
の
入
物
を
大
臣
伝
、

名
臣
伝
、
儒
臣
伝
、
武
臣
伝
、
賊
臣
伝
、
親
臣
伝
、
近
臣
伝
、
外
臣

伝
な
ど
の
項
浸
に
分
類
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
墨
て
は
め
、
紀
伝
体
に

似
せ
た
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
個
個
の
人
物
に
つ
い
て
の
判
断

は
、
互
に
異
な
っ
て
は
い
る
が
、
必
ら
ず
し
も
世
間
で
行
な
わ
れ
て

い
る
人
物
の
評
価
に
は
拘
束
さ
れ
ず
、
窩
由
な
と
り
あ
げ
方
を
す
る

点
で
は
、
揆
を
一
に
す
る
所
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
に
李
卓
吾

の
蔵
書
を
と
り
あ
げ
て
比
較
し
た
の
は
、
祝
忌
明
の
罪
知
録
に
は
、

李
卓
吾
の
蔵
書
な
ど
に
み
ら
れ
る
世
間
の
規
範
に
と
ら
わ
れ
な
い
歴

史
人
物
へ
の
解
釈
と
い
う
傾
向
が
、
共
通
し
て
現
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
看
取
し
ろ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
蔵
書
に
先
行
す
る
書
物

と
し
て
、
祝
子
罪
知
録
の
価
値
を
み
な
お
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

し
て
、
こ
の
書
物
の
よ
う
に
、
は
じ
め
か
ら
人
物
批
判
を
主
と
し
た

形
式
の
書
は
、
他
に
あ
ま
り
例
を
み
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し

か
も
こ
れ
ほ
ど
遠
慮
会
釈
な
く
彼
一
流
の
人
物
批
判
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
世
上
に
流
布
し
な
か
っ
た
の
も
当
然
で
あ

る
。　

い
ま
改
め
て
探
知
録
を
検
討
し
、
そ
こ
か
ら
書
家
と
し
て
知
ら
れ

た
祝
允
明
の
香
典
眼
を
見
る
こ
と
は
、
甚
だ
興
味
の
深
い
問
題
で
あ

る
。
そ
し
て
ま
た
そ
の
書
か
ら
明
代
に
お
け
る
蘇
州
人
の
旺
盛
な
る

反
骨
精
神
の
一
端
を
も
、
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
付
言
す
る
な
ら
ば
、
中
国
で
は
殆
ん
ど
整
っ
た
形
で
は
残
ら
な

く
な
っ
た
罪
知
録
が
、
さ
い
わ
い
に
も
わ
が
国
で
保
存
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
、
大
い
に
喜
ぶ
べ
き
こ
と
と
い
い
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

①
同
書
三
四
霊
頁
、
「
掌
放
の
学
の
一
学
科

②
内
藤
縛
士
は
隅
書
の
中
で
、
「
勿
論
笑
録
が
正
確
な
史
料
で
あ
る
か
と
い
う
こ

　
と
も
疑
問
で
あ
っ
て
、
殊
に
靖
難
の
師
の
あ
っ
た
為
に
、
太
祖
実
録
は
建
文
の
時

　
に
編
し
た
も
の
を
永
楽
の
時
に
そ
の
ま
ま
匿
う
る
こ
と
が
出
来
ず
、
そ
の
為
に
改

纂
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
で
明
初
の
実
録
は
不
信
用
で
あ
る
と
い
わ
れ

　
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
革
除
の
御
家
騒
動
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
、
す
べ
て
に
於

　
て
そ
う
で
あ
る
訳
で
は
な
い
」
と
い
わ
れ
る
。
明
代
歴
朝
の
実
録
に
は
、
勿
論
そ

　
れ
ぞ
れ
の
編
纂
撞
当
者
の
意
見
や
、
そ
の
時
の
事
情
に
よ
っ
て
、
公
平
無
私
に
行
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な
わ
れ
た
と
は
い
え
な
い
所
が
あ
る
。
た
と
え
ば
内
藤
博
士
の
い
わ
れ
「
る
太
祖
実

　
録
に
お
い
て
も
、
靖
難
の
禦
件
に
関
す
る
緬
所
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
他
に
も
正

　
確
で
な
い
と
思
わ
れ
る
偲
所
が
幾
つ
も
あ
り
、
灌
糠
章
の
「
羅
史
冊
異
扁
や
．
銭
謙

　
益
の
「
太
祖
実
録
弁
謹
」
な
ど
は
、
そ
れ
ら
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
な
お
明
実

　
録
の
成
一
立
の
事
情
な
ど
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
突
録
の
研
究
」
　
（
明
代
満
蒙
史

　
研
究
所
収
）
を
参
照
の
こ
と
。

③
「
国
立
中
央
図
書
館
蔵
本
算
三
悪
別
集
」
影
印
本
（
台
湾
学
生
書
目
刊
）
の
は

　
じ
め
に
、
勉
遵
画
面
が
王
世
寅
と
そ
の
史
学
に
つ
い
て
要
領
よ
く
纒
め
て
お
ら
れ

　
る
。
そ
の
中
で
王
世
貞
の
生
卒
に
つ
い
て
は
、
銭
二
二
の
算
州
山
人
年
譜
な
ど
に

　
よ
り
、
　
「
嘉
靖
五
年
十
一
月
五
霞
生
、
万
暦
十
八
年
冬
卒
、
年
六
十
五
歳
」
の
説

　
を
と
っ
て
い
る
が
、
明
史
で
は
「
嘉
靖
八
年
生
、
万
暦
二
十
一
年
報
、
六
十
五
歳
」

　
と
い
う
。
包
氏
は
こ
の
二
説
を
挙
げ
で
い
る
の
に
対
し
、
談
議
の
照
確
で
は
「
万

　
暦
十
九
年
正
月
卒
、
年
六
十
八
歳
」
と
い
う
別
の
説
を
出
し
て
い
る
の
で
、
そ
の

　
生
年
は
門
嘉
靖
四
年
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
ま
一
般
の
説
に
従
い
、
明
史
に

　
い
う
と
こ
ろ
の
「
嘉
靖
八
年
総
高
と
す
る
。

④
国
縫
万
暦
十
九
年
正
月
急
落
の
条
。

⑤
同
右
の
条
に
続
い
て
い
う
。

⑥
算
由
堂
刎
集
巻
二
十
、
史
乗
考
試
一
。

⑦
明
王
覆
撰
、
一
巻
、
今
献
遣
雷
、
広
百
絹
学
海
辛
集
、
説
邪
続
馨
第
十
八
等
駈

　
収
。

⑧
明
ヂ
蔽
撰
、
一
巻
、
察
斎
竣
綴
録
と
も
い
う
。
歴
代
小
史
巻
九
三
、
説
邪
続
弱

　
第
八
、
説
庫
等
所
叡
。

⑨
明
祝
忌
明
撰
、
四
巻
、
普
通
た
だ
野
記
と
も
い
い
、
ま
た
九
朝
野
記
と
も
い

　
う
。
歴
代
小
史
巻
七
九
、
説
邪
続
葛
第
七
瞬
収
。
　
　
　
，

⑩
明
徐
禎
卿
撰
、
一
巻
、
歴
代
小
史
巻
七
八
、
紀
録
彙
編
、
広
襟
絹
学
海
丙
集
、

　
五
朝
小
説
皇
明
百
家
小
説
、
説
郭
雲
叢
第
十
二
、
勝
朝
遺
事
初
編
、
説
庫
等
所

　
収
。

⑪
　
明
沈
闇
四
撰
、
　
一
巻
、
　
噌
九
朝
小
岬
説
白
罷
明
薫
蜘
小
く
」
説
、
説
郭
続
曙
餓
卿
十
ム
一
一
、
明
六
十
・

　
家
小
説
等
所
収
。

⑫
　
明
陸
燦
撰
、
十
巻
、
紀
要
彙
編
、
五
朝
小
説
皇
明
百
家
小
説
、
説
邪
続
喝
第
十

　
四
、
　
順
ゐ
｛
ハ
十
一
家
小
説
、
　
画
歴
丁
等
所
要
。

⑬
　
産
不
由
戸
者
、
釈
氏
以
為
世
尊
、
及
転
旨
々
王
之
瑞
、
而
儒
者
以
為
必
無
之

　
事
、
而
実
未
必
然
、
威
化
十
八
年
、
鳳
陽
宿
州
幾
張
醒
妻
王
氏
、
孕
当
産
鵬
下
右

　
癌
不
可
忍
、
凡
三
月
荊
増
劇
、
至
三
月
一
霞
亥
時
、
膜
畔
右
闇
裂
、
生
一
男
、
錨

　
熱
中
有
無
癒
「
、
巡
按
御
史
簡
蕃
、
上
虚
業
於
朝
、
而
祝
町
兆
記
之
、
界
文
和
直

　
裟
綴
又
云
、
二
十
年
徐
州
一
婦
、
初
詣
肋
骨
下
湿
生
一
毛
、
漸
長
如
核
大
、
久
之

　
及
亦
螢
薄
、
児
遂
従
此
産
、
有
司
具
聞
、
月
給
古
米
、
藏
往
来
徐
毛
見
之
、
此
山
豆

　
一
事
耶
、
然
所
伝
不
岡
而
典
拠
、

⑭
四
達
全
書
総
欝
提
要
巻
…
四
三
、
小
説
家
類
存
隣
一
。

⑮
七
修
類
稿
巻
九
、
「
仁
廟
聖
学
」

⑯
史
林
第
霊
十
七
巻
第
三
号
（
ア
ジ
ア
史
研
究
策
四
巻
所
収
）
。
な
お
「
明
清
時

　
代
の
蘇
州
と
軽
工
業
の
発
達
」
　
（
山
方
学
二
、
ア
ジ
ア
史
研
究
第
四
所
収
）
も
併

　
せ
て
参
照
。
本
稿
は
こ
の
二
論
文
か
ら
多
く
の
承
唆
を
受
け
た
。
記
し
て
感
謝
の

　
意
を
表
す
る
。

⑰
　
明
史
巻
二
八
六
、
徐
禎
郷
伝
の
付
伝
。
ま
た
就
史
稿
巻
工
六
七
、
本
朝
分
省
人

　
物
考
巻
二
一
、
　
明
詩
嚢
巻
二
七
上
な
ど
、
諸
書
に
伝
を
載
せ
る
が
、
国
朝
献
徴

　
録
巻
七
五
に
見
え
る
陸
簗
の
「
祝
京
兆
允
明
慕
志
銘
」
と
、
皇
明
文
開
巻
一
六
〇

　
に
出
て
い
る
陸
簗
の
銘
文
と
の
間
に
は
、
一
部
に
栢
違
が
あ
る
。
な
お
皇
明
文
海

　
に
は
王
鋳
の
「
祝
京
兆
允
明
」
な
る
一
文
も
載
録
さ
れ
て
い
る
。

⑱
開
史
に
は
顕
と
書
く
が
、
陸
粂
の
銘
な
ら
び
に
枝
山
文
集
に
は
、
い
つ
れ
も
穎

　
と
い
う
。
中
国
人
名
大
辞
典
に
お
い
て
も
顯
に
従
う
。

⑲
陸
渠
の
「
祝
京
兆
御
明
墓
志
銘
」
参
照
。

⑳
　
明
史
芸
文
志
に
は
懐
序
盤
集
と
あ
り
、
四
庫
全
書
総
隅
提
要
に
は
懐
星
裳
集
と

　
い
う
。
い
ま
、
懐
星
堂
集
に
従
う
。
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⑳
　
明
史
芸
文
志
に
い
う
こ
の
小
集
七
巻
に
つ
い
て
、
四
二
全
書
総
目
提
要
巻
一
七

　
一
、
　
「
懐
星
堂
集
」
の
項
な
ら
び
に
圃
治
甲
恩
賜
の
野
記
賊
文
に
は
、
朱
撃
尊
の

　
静
志
居
詩
話
を
引
い
て
次
の
七
篇
す
な
わ
ち
、
金
纏
、
酔
紅
、
窺
簾
、
暢
哉
、
郷

　
果
、
払
絃
、
玉
野
等
の
諸
集
で
あ
る
と
い
う
。

⑳
｝
　
一
・
九
六
二
年
、
祝
允
明
の
手
写
－
，
N
な
る
正
徳
興
轡
Ψ
志
四
巻
本
の
影
印
本
が
、
蘇

　
州
文
物
保
管
委
鼓
会
蔵
稿
本
を
も
と
に
し
て
、
北
京
中
華
書
筒
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

⑱
　
明
史
巻
九
七
、
芸
文
志
二
、
伝
記
類
。

⑳
　
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
漢
籍
劉
録
で
は
、
金
声
玉
振
集
撃
墜
所
収
の
「
成

　
化
問
蘇
材
小
纂
扁
～
巻
を
明
闘
名
撰
と
し
て
い
る
。
あ
え
て
撰
者
名
を
挙
げ
れ
ば
、

　
明
番
允
明
野
と
す
べ
ぎ
所
で
あ
る
。

爵
　
七
修
類
稿
巻
十
薫
、
園
肇
類
、
　
「
英
宗
復
位
実
録
」
、
及
び
巻
十
閥
、
　
「
黄
蝕
」

　
の
条
。

⑳
　
明
史
巻
一
七
～
参
照
。

p
⑳
　
祝
子
罪
知
事
七
巻
本
に
関
し
て
は
、
曾
っ
て
東
大
の
前
野
直
彬
氏
よ
り
御
示
教

　
を
受
け
た
。
其
後
こ
れ
に
報
ゆ
る
機
会
を
得
な
か
っ
た
が
、
今
回
よ
う
や
く
罪
知

　
録
に
つ
い
て
報
告
す
る
機
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

⑳
・
同
書
膏
は
文
題
明
序
、
観
一
允
明
自
一
等
、
発
凡
、
日
u
録
と
続
い
て
、
本
文
に
入
っ

　
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
雲
表
に
は
王
世
貞
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
甚
だ
繭
海

　
い
。
ま
た
閲
沓
に
は
陳
以
聞
、
祝
耀
祖
、
尉
爾
発
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

　
こ
れ
ら
が
ど
こ
ま
で
校
閲
に
関
与
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
な
お
各
巻
末
に
「
曾

　
孫
男
世
廉
謹
揃
輯
扁
と
あ
り
、
実
際
に
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
ほ
と
ん
ど
明
末

　
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
大
阪
府
立
図
書
館
の
祝
子
罪
知
録
は
六
巻
六
冊

　
で
あ
る
。
こ
れ
は
蓬
左
文
庫
蔵
本
と
岡
じ
版
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
巻
七
以

　
下
は
欠
落
し
、
ま
た
そ
れ
に
合
せ
て
始
め
の
胃
録
を
も
上
畳
し
た
跡
が
あ
り
、
本

　
文
中
に
も
処
々
に
手
を
入
れ
た
形
逃
が
み
ら
れ
る
。

⑲
宋
史
巻
四
二
七
、
道
学
俵
。

⑳
　
拙
稿
「
大
学
衙
義
補
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
『
大
谷
史
学
』
第
十
号
）
参
照
。

⑳
　
屠
隆
は
漸
江
省
鄭
県
の
人
、
万
暦
五
年
に
進
±
と
な
り
、
頴
上
の
知
県
や
礼
部

　
窯
事
な
ど
を
歴
任
し
た
が
、
酒
が
も
と
で
罷
免
さ
れ
た
。
詩
文
に
た
く
み
で
あ
っ

　
た
。
彼
の
仏
教
関
係
の
港
闘
と
し
て
、
　
心
泰
の
仏
法
金
湯
編
に
な
ら
っ
て
、
　
万
贋

　
三
十
年
に
仏
法
金
湯
録
を
つ
く
り
、
護
法
論
を
準
縄
し
た
。
藩
士
明
の
罪
知
録
に

　
は
、
六
巻
・
七
巻
に
「
論
釈
」
が
あ
り
、
岡
じ
く
儒
仏
道
の
調
和
論
を
の
べ
て
い

　
る
。
こ
の
点
が
根
似
て
い
る
が
、
提
要
に
い
う
よ
ヶ
な
「
学
禅
の
弊
、
す
な
わ
ち

　
屠
隆
・
李
蟄
の
徒
な
り
」
と
い
う
言
葉
は
必
ら
ず
し
も
妥
当
で
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
富
宙
大
学
助
教
授
）

祝允明の史学（閣野）
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Formation　of∫isya　Order時衆教団

　　　　　　　by

Yoshihito　lshida

　　Ji－sh食sect時…宗，　looking　up　to　IpPen一一逓as　its　head，　had　no　unity

of　the　order　in　his　days　and　collapsed　with　his　．　death．　The　man　who

revived　it　and　organized　as　an　order　was　Taam圭dabutsu－shinkyo他阿弥

陀仏真教，so－called‘Nisodaish6nin’「二祖大上人」；who　abcepted　the

country－warriors’　request　and　built　some　hundred　exercise　halls　in

various　placeS，　where　he　made　his　followers，　JishCi時衆，　stay．

　　It　is．this　article　that　researches　the　following’questiens：　How’did　he

regulate　and　organize　these　staying　Jishit　and　how　was　his　established

course　inherlted？

Chu－y践n－ming’s　＝祝允萌　History

　　　　　　by

Senryu　Manno

　　In　the　historian’s　history　the　Ming　HS　dynasty　never　kad　a　rich　crop　；

but　after　the　m2ddle　of　the　Ming　dynasty　the　reasonab1e　study　of　history

based　on　records　and　historicai　novels’ 狽盾潤I〈　the　place　of　poular　history

or．Yeh－shih－ti－chan9－ku－h領。野史的掌故の学in　the　first－half　of　Ming．

　　Such　a　tendency，　succeeded　by　the　following　Tsling　ir’re”：　dynasty，　de－

veloped　the　h圭storical　study　in　K’ao・cheng－hs肢。考証学；in　the　latter－

half　of　the　Ming’　dynasty　some　historians，　such　as　Li．chuo，wu李卓吾，

irresPective　of　the　past　estimation　of　persons，　were　apt　to　offer　their

own　comments　from　a　Bew　viewpoint．

　　To　speak　of　Chu－ytn一導ing祝月明who　Was　generaily　wel玉一kロown　as

acallig．　rapher，　Chu・tzu－tsui－chih・lu、祝子罪知録，　one　of　his．　works，　had

overthrown　the　established　personal　eriticism　and　developed　a　new　per－

sona！　criticisln．

We　try　to　add　a　new　Page　to　the　historian’s　history　in　tlie　Ming

dynasty，　by　observ1ng　the　Chu－yUn－ming’s　criticism　which　was　deve－

Ioped　and　supPorted　by　the　strong　crlticai　spirit　in　the　Su－ch6u蘇州county
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underground　in　the　middle　of　the　Ming　dynasty　earlier　than　the　appea－

rance　of　Li－chuo－wu．

The　Determination　of　the

　　the　organization　of　the

　　　　　　　　eve　of　the　Polish

Revolutionary　routes　and
Russian　officets，　on　the

rebellion　in　1863．

　　　　　　　by

Tetsuro　Aratake

　　In　thls　thesis　we　have　treated　the　condit量ons　in　which　the　Russ圭arr

Revolution　developed　illto　a　military　one　in　the　period　of　the　first

revo玉utionary　situation　between　the　ninetee！1。fifties　and　the　nineteen－

s三xties．　In　these　days，圭n　Russia，　the　capitalism　was　yet　at　an、gradua王

developing　stage　and　the　laboring　class　was　not　organized，　while　the

revoi面onary　party　could　not　settle　down　in　mind．of　the　people．．王11

view　of　these　situat圭ons，　the　revolutionists，　though　they　thought　a　revolu－

tion　by　the　people　to　be　essentially　important，　coul◎nQt　help　expecting

the　army，　the　only　organized　power，　as　the　initiative　of　a　revolution．

They，　after　all，　failed　in．a　revolution　ow量ng　to　the　insuf且ciant　prepara－

tions．　But，　in　this　process，　the　people　deepened　the圭r　understand量ng

about　the　peoPle’s　role　as　a　driving　force　of　historical　development，

the　nature　of　tzarism　in　the　class　sys乞em，　and　the　basis　of　the　revo玉u一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず
tionary　alliance　between　Russia　and　．　Poland，　which　was　inherited　as　a

valuable　properむy　to　the　folowing　era．

　　　　　Formation　of　Zokubetto俗別当

especia1王y　on　the‘Kanjin’Zokubett6「官人」俗別当

眺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）y

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kyol〈o　Kikuchi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．t．

　　Zokubetto俗別当，　with　close　relation　of　the　Buddhist　policy量n　early

Heian　）IZ’t；（　era，　have　been　discussed　on　the　Ujibito一　（or　Dan－otsu）　Zoku－

bett6無人（壁越）俗別当in　tutelary　temples　of　the　country　clans　alone二

Is　it　really　sufficient？

　　In　this　article，　attending　to　the　fac乞that　Zokubetto俗別i当in　various
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